
【機密性２】 

21% 

18% 

40% 

13% 

31% 

28% 

24% 

22% 

25% 

24% 

13% 

24% 

16% 

18% 

11% 

23% 

7% 

13% 

11% 

19% 

緊急輸送道路を 
構成する橋梁 

跨線橋 

緊急輸送道路を 
跨ぐ跨道橋 

橋梁 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

 四国地整管内の点検実施状況（橋梁） 

○最優先で点検すべき橋梁の点検実施率は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋約25％、跨線橋約15％、緊急輸
送道路を構成する橋梁約12％ 

○跨線橋の点検には、鉄道事業者との協議や調整に時間を要するなどの課題が存在するが、全ての鉄道
事業者と今後の点検計画を確認しており、平成27年度は平成26年度の２倍程度を点検予定 

25% 

15% 

12% 

9% 

＜最優先で点検すべき橋梁の点検計画と平成26年度の実施状況＞ 

※ H27.6月末時点 

＜課題＞ 
 跨線橋については、点検方法の下協議、鉄道事業者側
の保線工事等との実施時期の調整（実施協議）などに時
間を要する。 
 （調整必要期間：跨線橋 約１年～１年半、跨道橋 約２～４ヶ月） 
 今後は、整備局等が窓口となった管内道路管理者分の
一括協議、年度上半期での点検着手、実施体制の強化等
により、点検を実施していく予定 

【調整（例）】 
下協議 
：4～6ヶ月 
 ・点検方法 
 ・点検日数 

実施協議 
：4～6ヶ月 
 ・点検日時 
 （保線工事等  
    との調整） 

点検 
実施 

各種手続き 
：4～6ヶ月 
 ・覚書締結 
 ・発注手続き 
 ・停電手続き 

下協議 
：1～2ヶ月 
 ・点検方法 
 ・点検日数 
 ・規制方法 

本協議 
：1～2ヶ月 
 ・点検日時 
 ・内部決裁 

跨
線
橋 

跨
道
橋 

資料④ 

点検 
実施 

  管理施設数 計画点検数 点検実施数 点検実施率 

橋梁 46,745 5,869 4,152 9% 

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋 

411 165 104 25% 

跨線橋 337 59 51 15% 

緊急輸送道路を
構成する橋梁 

6,686 1,413 813 12% 


